
 
 

令和６年１１月定例記者会見 

■日時：１０月２５日（金） 午後１時３０分 

■場所：４階特別会議室  

 

〇会見項目 

《施策等》 

１． 市勢功労者・特別功労者の表彰 （総務課） 

２. 市長と語ろうタウンミーティング （秘書課） 

 

《催事等》 

１． 第 25回崎山貝塚縄文まつり （文化課） 

２． 第 38回宮古サーモン・ハーフマラソン （生涯学習課） 

３． 高校生しごとメッセ in宮古 （産業支援センター） 

４． 第 45回宮古市田老「鮭・あわびまつり」 （田老総合事務所） 

 

〇会見内容  

 別紙資料のとおり。 

 

〇記者との質疑 

 

≪その他≫ 

 

毎日新聞 

９月末に山田線沿線首長会議が開催され、JR東日本と県北バスの共同経営について報告

があった。宮古市地域公共交通会議でも説明すると聞いているが、スケジュール感や内容は。 

市長 

10月 16日に、宮古市地域公共交通会議を開催しました。JR東日本が県北バスとの共同

経営について説明し、参加者から質疑がありました。具体的には、「共同経営にあたり、宮古・盛

岡間で利便性は変わらないが、大人の休日倶楽部など企画切符は対象外」という説明がなさ

れたことに対し、「観光業への影響があるのではないか」との質疑がありました。JR東日本か

らの回答としては、「多客期に利用を開放すると、バスが１台では足りなくなり、配車調整が困

難なので対象外にしている」というものでした。また、岩手県及び宮古市から、「住民周知をし

っかり行ってほしい、インターネット等により遠方からくるお客様にも周知してほしい、利用者

の実態や利用した声を聞きながら、随時計画の見直しを実施してほしい」という意見表明を行

いました。 

 



 
 

毎日新聞 

JR東日本からコメントがあったか。 

市長 

JR東日本からコメントは特になく、会議の議事録をもって運輸局に申請する、ということで

した。 

 

毎日新聞 

不通区間の開通について、情報はあるか。 

市長 

開通時期については、まだ示されておりません。 

 

毎日新聞 

今回の国政選挙に関して感じていることは。 

市長 

市民生活を守るために尽力していただける人を支援していきたいと考えています。 

 



 資料  

 

 

令和６年１１月 

定例記者会見 
 

日 時 令和６年１０月２５日（金) 午後１時３０分 

 

場 所 宮古市役所４階特別会議室 

 

《項   目》 

《施策等》 

１． 市勢功労者・特別功労者の表彰 （総務課） 

２. 市長と語ろうタウンミーティング （秘書課） 

 

《催事等》 

１． 第 25回崎山貝塚縄文まつり （文化課） 

２． 第 38回宮古サーモン・ハーフマラソン （生涯学習課） 

３． 高校生しごとメッセ in宮古 （産業支援センター） 

４． 第 45回宮古市田老「鮭・あわびまつり」 （田老総合事務所） 

 



-1- 

 

 

 

 市勢功労者の表彰について 

 

１ 趣 旨 

公共の福祉と市勢の進展に尽くし、その功績が顕著であって、他の模範と認められる

方々を市勢功労者として表彰する。 

 

２ 令和６年度市勢功労者 

 ■市勢功労者 ８名、２団体 

（教育功労者２名、民生功労者２名、産業功労者１団体、建設功労者１名、        

治安功労者２名、篤行者１団体１名） 

 ■特別功労者 １名 

 ※功績等詳細は、別紙のとおり 

 

３ 市勢功労者表彰式の概要 

 ■日時 令和６年１１月２１日（木）１４：００～ 

■会場 市民交流センター２階 多目的ホール 

■主催 宮古市 

■内容 被表彰者一人一人に、表彰状と記念品を授与する。 

■記念写真撮影 式典終了後、被表彰者全員で記念写真撮影を行う。 

   

４ 問い合わせ 

  市総務課行政係（☎６８－９０６１） 

 

 

資料_施策１  
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令和６年度市勢功労者・特別功労者の功績 

（令和６年 11月 21日表彰予定者） 

◎市勢功労者 

（敬称略） 

功労区分 氏名・生年月日 住  所 功         績 

教育功労者 

(学校教育功

労者) 

 

佐々木
さ さ き

 敏夫
と し お

 

（77歳） 

宮古市 

泉町 

昭和45年４月に花巻市立宮野目小学校教

諭に着任以来、小学校教諭、社会教育主事、

教頭、小学校長等を歴任した。 

その後、宮古市教育委員会教育委員長及び

教育長を務め、その卓越した手腕と教育実践

力により教育委員会の中核を担い、本市の教

育行政の発展、向上に尽力した。 

 

教育功労者 

(学校教育功

労者) 

 

岩船
いわふね

 敏
とし

行
ゆき

 

（77歳） 

宮古市 

山口 

昭和45年４月に岩泉町立安家小学校教諭

に着任以来、小学校教諭、指導主事、主任管

理主事、教育事務所長、小学校長等を歴任し

た。 

その後、宮古市教育振興基本対策審議会会

長を務め、本市の教育振興基本計画の策定に

貢献し、現在も同会長として、本市の教育行

政の発展、向上に尽力している。 

 

民生功労者 

(民生委員等) 

 

伊藤
い と う

 健二
け ん じ

 

（76歳） 

宮古市 

藤原上町 

平成７年12月から現在まで28年余りの永

きにわたり民生委員・児童委員として、高齢

者、障がい者世帯、子育て世帯等に助言・指

導などの援助を行い、地域住民の保護更生活

動と福祉の増進に尽力している。 

令和元年７月からは、宮古市民生委員児童

委員協議会会長として、委員相互の資質の向

上と活動の推進に尽力している。 

 

民生功労者 

(民生委員等) 

 

小成
こ な り

 文男
ふ み お

 

（79歳） 

宮古市 

重茂 

平成10年12月から現在まで25年余りの永

きにわたり民生委員・児童委員として、高齢

者、障がい者世帯、子育て世帯等に助言・指

導などの援助を行い、地域住民の保護更生活

動と福祉の増進に尽力している。 

平成19月12月からは、重茂地区民生委員児

童委員協議会会長として、委員相互の資質の

向上と活動の推進に尽力している。 

 

 



 

 

-3- 

   （敬称略） 

功労区分 氏名・生年月日 住  所 功         績 

産業功労者 

(各種産業功

労者) 

株式会社 

宮古マランツ 

代表取締役社長 

長崎
ながさき

 一
かつ

幸
ゆき

 

 

平成14年７月設立 

宮古市 

津軽石 

平成14年７月、前身である誘致企業の株式

会社宮古オーディオの解散に伴い、同社員の

出資により有限会社宮古マランツを設立、事

業を継続し、音響設備や医療機器などの電気

機械製造を行っている。 

現在、正社員79名を含む約90名の社員を雇

用し、地域の雇用の安定と経済の活性化に貢

献した功績は、誠に大きい。 

 

建設功労者 大坂
おおさか

 文人
ふ み と

 

（75歳） 

宮古市 

泉町 

平成２年４月から現在の一般社団法人岩

手県建設業協会宮古支部の要職を歴任し、平

成18年５月からは同支部長として、永きにわ

たり宮古区域内における建設業者の技術的、

経済的及び社会的地位の向上を図り、建設業

の健全な発展並びに公共の福祉の増進に尽

力した。 

東日本大震災や台風による災害において

は、同支部員と連携し、道路等の早期復旧や

復興に貢献した。 

 

治安功労者 

（消防功労者） 
佐々木
さ さ き

 重勝
しげかつ

 

（76歳） 

宮古市 

崎山 

昭和45年４月に宮古市消防団に入団以来、

54年余りの永きにわたり消防業務に精励し、

率先垂範して訓練に励むとともに、地域住民

の防火意識の高揚に大きく貢献した。 

団長就任後に発生した大規模林野火災で

は、鎮火まで長期間を要する中、的確に指揮

を執り、疲弊する団員を鼓舞しながら連日活

動を続けた氏の積極果敢な姿勢は、まさに消

防人の模範である。 
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篤行者 みやこ漁火
いさりび

 

協
きょう

議会
ぎ か い

 

会長 佐藤
さ と う

 昇
のぼる

 

 

平成５年９月設立 

宮古市 

山口 

平成５年、夢灯りを通じた「親子のふれあ

い」をスローガンに発足。「第８回国民文化

祭いわて’93」においては、市民が文化祭を

盛り上げようとの思いのもと、1,000個のキ

ャンドルを持ち寄り、光の祭典を実施した。 

以後、市内外でのイベントにおける夢灯り

のほか、市が実施する客船歓迎事業等におい

て歓迎夢灯りを実施している。 

また、東日本大震災においては、避難所を

慰問したほか、追悼・復興を祈念する夢灯り

を継続し、被災者支援を続けている。 

 

篤行者 小柳
こやなぎ

 玲子
れ い こ

 

（72歳） 

盛岡市 

北松園 

昭和55年に盛岡市においてバレエ教室を

始め、平成８年に宮古教室を開校。以後、28

年余りの永きにわたり、毎週金曜日に宮古教

室に通い、幼稚園児から高校生まで幅広い年

代を指導している。 

海外で活躍する本市出身の卒業生を送り

出すなど、バレエの指導を通じて、本市の舞

台芸術の振興に顕著な功労がある。 

 

※年齢は、令和６年 11 月 21 日時点です。 

   （敬称略） 

功労区分 氏名・生年月日 住  所 功         績 

治安功労者 

（消防功労者） 
大越
おおこし

 信行
のぶゆき

 

（75歳） 

宮古市 

愛宕 

昭和50年３月に宮古市消防団に入団以来、

49年余りの永きにわたり消防業務に精励し、

率先垂範して訓練に励むとともに、地域住民

の防火意識の高揚に大きく貢献した。 

分団長に昇任後の東日本大震災及び平成

28年台風第10号の災害対応では、管轄区域が

被災する中、疲弊する団員を鼓舞しながら的

確に指揮し、活動を支えた氏の姿勢は、他の

模範である。  
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◎特別功労者 

   （敬称略） 

功労区分 氏名・生年月日 住  所 功         績 

特別功労者 大井
お お い

 誠
せい

治
じ

 

（89歳） 

宮古市 

藤原 

氏は、昭和 59 年からの永きにわたり宮古

漁業協同組合の要職を歴任し、同組合代表理

事組合長を務めたほか、岩手県漁業協同組合

連合会代表理事会長、全国漁業協同組合連合

会副会長理事・部会長などを歴任した。 

氏は、漁業を通じて地域の発展と組合員の

生活向上に尽力したほか、東日本大震災の発

災後１箇月で宮古市魚市場を再開させるな

ど、時代と情勢に応じた様々な取組に指導力

を発揮し、市・県をはじめ、国内漁業の振興

にも尽力した。 

また、宮古商工会議所副会頭として、会頭

を補佐し、本市の商工業の総合的な発展にも

尽力した。 

 

 ※年齢は、令和６年 11 月 21 日時点です。 



 資料_施策２  

令和６年度「市長と語ろうタウンミーティング」開催概要 

【写真】令和５年度タウンミーテイングの様子   

１ 趣旨 

  市民の皆さんからの意見を、今後の市政運営に生かすことを目的として、市長が 

各地域に出向くタウンミーティングを開催する。 

２ 日程 

日程 地域 開催時間 会場 

11/23 

(土・祝) 

田老 10：00～11：30 田老公民館２階大会議室 

宮古 13：30～15：00 市民交流センター多目的ホール 

11/24 

（日） 

川井 10：00～11：30 川井生涯学習センター２階ホール 

新里 13：30～15：00 新里福祉センター２階大会議室 

 ※オンライン（Zoom）参加可 

３ 市側出席者 

 市長、副市長、各部長等    ※田老・新里・川井会場には各総合事務所長も出席 

４ 内容 

① 市長から「今後のまちづくりについて説明」（30分程度） 

②  意見交換（1時間程度） 

５ 送迎バスの運行(予定)                 ※各総合事務所に申し込み 

地区 運行地区 

川井 ◎区界方面 ◎小国方面 

新里 ◎和井内･刈屋方面 ◎蟇目･茂市方面 ◎腹帯･茂市方面 

田老 ◎摂待･グリーンピア･樫内方面 ◎末前･大平方面  

宮古 バス運行なし 

【担当】市企画部秘書課（℡62-2111・内線 4912） 



Admin
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 資料_催事２  
 

 第３８回宮古サーモン・ハーフマラソン大会について  

 

１ 日 時 

 11月 10日(日) 午前８時～正午 

２ 会 場 

 開 会 式：宮古消防署前広場 

 コ ー ス：市内マラソンコース 

スタート：ハーフマラソンの部 東北ヒロセ陸上競技場 

         10キロ、５キロ、ペアマラソンの部 宮古地区合同庁舎前 

３ 主 催 

 宮古サーモン・ハーフマラソン大会実行委員会 

（宮古市・宮古市教育委員会・㈱エフエム岩手・（一財）宮古市体育協会 他） 

４ 申込者数  

種目 区分 申込者数（名） 前年比（名） 

ハーフの部 一般男女 587 ▲43 

10ｋｍの部 高校生以上の男女 733 ▲8 

５ｋｍの部 中学生以上の男女 230 ＋7 

ペアマラソンの部 小学生１名を含むこと 404 +36 

合計  1,954 ▲8 

５ ゲストランナー 

 ・青山学院大学陸上競技部 １１回目（H26～）  選手８名 

 ・中央大学陸上競技部       初         選手６名 

 ・日本体育大学陸上競技部  2回目（2年ぶり） 選手２名 

 ・ランニングトレーナ― 鳥光
とりみつ

健
たけ

仁
のり

さん[Run Buddy Make 代表] ８回目（H29～） 

          子どもから大人までを対象としたランニング教室を開設するほか、 

          様々なスポーツのパフォーマンス向上につなげる体づくりを広める 

活動をされています。 

６ 問い合わせ 

宮古サーモン・ハーフマラソン大会実行委員会事務局（宮古市体育協会内） 

（☎62-6000） 

教育委員会事務局生涯学習課（☎68-9120） 











発見！ 地元の仕事！企業の魅力！

主 催 宮古地域雇用対策協議会 ・ 宮古公共職業安定所

お問合せ先 宮古地域雇用対策協議会事務局【ハローワーク宮古内】
📞（０１９３）６３－８６０９

プ ロ グ ラ ム

13:00 開会・スケジュール説明

--------------------------------
13:20

【１回１５分を３回】

企業プレゼン 見学・体験・質疑

《 見学ブース指定 》

14:15
--------------------------------

14:15 ～ 14:30 休憩
--------------------------------
14:30

【１回１５分を３回】

企業プレゼン 見学・体験・質疑

《 見学ブース自由 》

15:２5
--------------------------------
15:２5 閉会

15:３0 解散※保護者のみのご参加も大歓迎です。
【予約不要】

Admin
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高校生しごとメッセin宮古2024

№１

№ ブース 業 種 事 業 所 名 エ リ ア

1 説明 製造業 株式会社　エフビー
メイン

アリーナ

2 説明 製造業 株式会社　エム・アイ・テイー
メイン

アリーナ

3 説明 製造業 株式会社 オーレックス
メイン

アリーナ

4 説明 製造業 パンチ工業株式会社　宮古工場
メイン

アリーナ

5 説明
卸売
小売業

エクナ　株式会社
メイン

アリーナ

6 説明 物品賃貸業 株式会社　トヨタレンタリース岩手
メイン

アリーナ

7 説明
卸売
小売業

岩泉ホールディングス　株式会社
メイン

アリーナ

8 説明
卸売
小売業

株式会社　ベルジョイス
メイン

アリーナ

9 説明
卸売
小売業

株式会社　びはんコーポレーション
メイン

アリーナ

10 説明
卸売
小売業

株式会社　角登商店
メイン

アリーナ

11 説明 サービス業 丸奥自動車工業株式会社
メイン

アリーナ

12 説明 学校 国立宮古海上技術短期大学校
メイン

アリーナ

13 説明
医療
福祉業

社団医療法人　緑川会
メイン

アリーナ

14 説明
医療
福祉業

社団医療法人　新和会
メイン

アリーナ

15 説明
医療
福祉業

社会福祉法人　恵心会
メイン

アリーナ

16 説明 運送業 岩泉自動車運輸　株式会社
メイン

アリーナ

17 説明 運輸業 三陸鉄道　株式会社
メイン

アリーナ

18 説明 建設業 刈屋建設　株式会社
メイン

アリーナ

19 説明 建設業 小山田電業　株式会社
メイン

アリーナ

20 説明 下水道業 株式会社　テツゲン　東北支店
メイン

アリーナ

参加事業所一覧



高校生しごとメッセin宮古2024

№２

№ ブース 業 種 事 業 所 名 エ リ ア

21 説明 農林漁業 宮古地方森林組合
メイン

アリーナ

22 説明 警備業 セコム　株式会社　岩手統括支社
メイン

アリーナ

23 説明 サービス業  一般財団法人休暇村協会休暇村　陸中宮古
メイン

アリーナ

24 説明
生活関連
サービス業

有限会社　カットイン　みなと
メイン

アリーナ

25 説明
教育
学習支援業

学校法人岩手キリスト教学園
認定こども園宮古ひかり

メイン
アリーナ

26 体験 製造業 和田工業　株式会社　東北工場
多目的
体育室

27 体験 サービス業
株式会社　みちのりホテルズ
浄土ヶ浜パークホテル

多目的
体育室

28 体験 学校 岩手県立宮古高等看護学院
多目的
体育室

29 体験  医療福祉業 社会福祉法人　若竹会
多目的
体育室

30 体験
金融
不動産業

宮古信用金庫
多目的
体育室

31 体験 公務 宮古地区広域行政組合消防本部
多目的
体育室

32 体験 公務  自衛隊　岩手地方協力本部宮古地域事務所
多目的
体育室

33 体験 農林漁業 有限会社　浜田漁業部
多目的
体育室

34 体験 建設業 有限会社　藤原建築
多目的
体育室

35 体験 建設業 佐々総業　株式会社
多目的
体育室

参加事業所一覧



 

 第 45回 宮古市田老「鮭・あわびまつり」開催要項 

１ 目的 

復興推進イベントとし、全国各地より支援をいただいた方々に感謝を込め、魅力ある宮

古市の特産品を広くＰＲ・直売することにより、イメージアップと地域産業の活性化を図

る。 

 

２ 主催     田老観光イベント実行委員会 

 

３ 開催日時   令和６年 11月 24日（日）９：00 ～ 14：30 

 

４ 会場     田老野球場駐車場（宮古市田老二丁目３－８） 

 

５ 事業内容 

  あわびとり体験（60人：当日抽選） 

   ・参加料１人 1,000円、２分間で２枚まで（補償枚数１枚） 

ステージイベント（出演者 ４組） 

・神風
しんぷう

 宮古
み や こ

流星
りゅうせい

海
かい

 様 ・紅
こう

翔連
しょうれん

 様  ・笛吹
ふえふき

もも香
か

 様（ＪＦ共済応援歌手） 

・田老一中太鼓 様 

    ※「新風 宮古流星海」と「紅翔連」は合同演舞。 

体験競り市 

餅まき 

日本酒飲み比べ（30名：先着） 

１人あたり３種類（宮古市「千両男山」とほか２種類）の日本酒を提供する。 

『八幡平市「鷲の尾」、岩泉町「八重桜」、釜石市「浜千鳥」、久慈市「福来」、 

陸前高田市「酔仙」』の中から２種類を選ぶ。 

参加者は、受付時に身分証明書（運転免許証など）を提示し整理券を受け取った方の 

み。（飲酒運転の原因とならないよう注意喚起の徹底、公共交通機関の利用勧奨） 

  実行委員会出店 

   イベントの盛況のため実行委員会でも出店する。店番は実行委員で行う。 

   販売品目  あわびの踊り焼き(100枚)・鮭のつみれ汁(200杯) 

  八幡平市の特産品コーナーの設置 

 

６ 昨年の入場者数   4,318人 

 

７ 事務局 

岩手県宮古市田老一丁目３番４号 

田老総合事務所（TEL 0193-87-2971、FAX 0193-87-3667） 

資料_催事４  

 






